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(論 文 内容 の要 旨)
東 アフ リカの牧 畜民 が家 畜 に関す る豊 富 な分類語 彙 を も ってい るこ とは,
1930年 代 の 古典 的 モ ノグ ラフに よ って明 らか であ るが,そ れが 彼 らの 日常 生
活 と どの よ うな関係 を もつのか とい った点 に関 して掘 り下げ た研 究 はほ とん
どなか った。 申請者 の研究 は この点 に着 目 して,ケ ニ ア北 西部 の乾燥 地域 に
住む牧 畜民 トゥルカナ族の家 畜 をめ ぐる分類 体系 と個体 識別 な らびに命 名の
体 系 を,彼 らの家畜 管理技術 や社会 生活 との 関連に おいて分析 した もので あ
る。
トゥルカナ族 は,家 畜 を発 育 ステ ー ジに よ って3段 階 に分 け,さ らに それ
を性 と家 畜種 に よ って30種 類 の異 な る語 彙 に よって 表現 して い る。 その ほか,
家畜 の属性 を分 類 す るための,9つ の基礎色彩 語彙,14の 体表 の模様 を表 わ
す語 彙,23の 角 型 を示す語 彙,7つ の耳 の型 に関 す る語 彙 を もつ。 さ らに ト
ゥル カナの28の 父系 氏族 は,そ れぞれ独 自の焼 印模様 を もち,そ れ を 自 らが
所有 す る家 畜 の右体 表に焼鎭 で捺 す。 ま た彼 らは,数 百 頭 に お よぶ所 有家 畜
の すべ ての個体 を識 別 して お り,搾 乳 個体 と駄 用の ロバの すべ てに は個 体 名
を与 え てい る。 申 請者 は・以 上 の よ うな トゥル カナの 家畜分 類 と個 体 名付与
の体 系に つ いて精緻 な記載 をお こな ったの ち,こ れ らの体 系 と家 畜管理 や 社
会 生活 との 関連 につ いて観察 をお こな ってい る。
まず,一 つの家 族が所 有 す る家畜 は,い くつかの 日帰 り放 牧の 畜群 に分 け
られ て い るが,そ の分割 に は性 と成 長段階 の分類 カテ ゴ リーが重視 され てい
る。 また,日 帰 り放牧 にお ける放牧群 内の存 否の 確認 に際 して,ト ゥルカナ
は放 牧 群の全 個体 数 を そのま ま数 え るので はな く,放 牧 群 を数頭 ～十数 頭 か
らな るい くつか の確認単 位 に分 けて 、その中 の1頭 ず つの存否 を確 認 す る と
い う方法 を とるが,こ の確 認単位 への分 割 は・上 記の さま ざま な分 類 カテゴ
リーに基づ いて お こな われて い る。 さらに,こ の よ うに家 畜 を グ ループ とし
て扱 う反 面,た とえば搾乳 の た めに は母仔 の隔 離 と遅 遁 を反復 させ る必 要が
あ るが,そ の際 に家 畜の個体 識別 は管理 技術 上必 須 とな る。 これ らの点 を も
とに して,申 請者 は,ト ゥルカナ族の 家畜管 理 には家 畜 をあ る属 性 を共 有す
る 「類 」として扱 う側 面 と,独 自の 「個 体性 」を もつ存在 として扱 う側面 が
あ るこ とを指摘 し,こ の よ うな管理 技術 に おけ る二面 性が,ト ゥノレカナの精
緻 な分類 体系 と徹 底 した個 体識 別の 基礎 とな ってい るこ とを結論 して い る。
また,東 アフ リカの牧 畜社会 では一般 に牛 の去勢 オ ス と若 い男性 との間 に1
対1の ア ィデ ンテ ィフ ィケ ー シ ーンが 形成 され るが,こ の よ うな慣 習 も家 畜
の個体性 認識 と不可 分の もので あ る として い る。
家畜 が野生 動物 に比 して格 段 に豊 か な個 体変異 を もち,そ の こ とが 個体 識
別 を容易 に してい るのだが,そ の上 に耳切 りや角 の矯 正 や焼 印を ほ ど こし,
さらにヘテ ロな遺 伝子 を もつ種 オ スを残 す こ とに よ って人為 的 に多様 な形 質
的 変異 を求 め てい る ことを,申 請者 は指摘 してい る。 そして この ことは,と
くに個 人 の独 立性 の強 い トゥノレカナの人間性 とも深 く関連 して い る と結 論 し
て い る。
氏 名 太 田 至
(論 文 審査 の結果 の要 旨)
東 ア フ リカの遊i牧民 が家畜 に言 及す る豊富な語彙をもっていることは・Evance-
Pritchardが ヌア ー族 について 「あたか も銀河 系 の ご とき語 彙 」と表 現 し,
Gulliverも トゥル カナ族 に ついて 同様 な指摘 をお こな って い るが,そ の後 この
問題 を深 く追 究 した研究 はなか った。 申請論文 は,ト ゥル カナ族 について こ
の 実態 の詳 細 を記 載 分析 す る とと もに,家 畜 個体 の類別 と命 名が家 畜管理
技術 や社会 生活 とどの よ うにかか わ ってい るか を考 察 した もの で,独 創 的 な
論 文 だ とい って よい.参 考論 文 に も見 られ るよ うに,申 請老 は一 貫 して遊牧
民 トゥルカナの生 態人類学 的研 究 に専念 して きたが,申 請論 文 は その本 質 に
迫 るための鍵 の解読 とい った内容 を も ってい る。
本 研究 を進 め るに 当 って,申 請者 は これ まで に誰一人 試 み た ことの なか っ
た方 法 を採用 して い る。 それ は,霊 長類 社会 学 の重要 な方法 と類 似の もの で,
家畜 を個 体識 別 して人 々と家畜 との 関係 を分析 した とい う点 で あ る。 申請者
に この 方法 を とらせ たの は,ト ゥル カナ の人 々が 自 らが所有 す る数百頭 にの
ぼ る家 畜の全 個体 を知 悉 し,類 別 し,命 名 して いた とい う事実 であ り,申 請
者 自身 が彼 らと同水準 の家畜 の識別 を達成 しえて は じめ て,彼 らの認知 に近
づ き うる と確 信 したか らにほか な らな い。
家 畜 種 ご との性 別 と成 長段 階,体 色 や模 様 な どに よる 自然 な特 徴 に基づ く
分類 の体 系 は,す べ ての家 畜個 体 を その 体系の 座標 の上 に位 置 づ け るこ とを
可能 に す る整 然 た るもので あ る ことが示 され てい る。 さらに搾 乳の可 否・去
勢 の 有無 に よ る類 別が あ り,耳 切 り・角 の矯 正・焼 印 に よる,す なわ ち人為
的 施 工 に よる類 別 が あ る。各個 体 は これ らの類 別特徴 の いずれ か に よ って言
及 特定 され るが,搾 乳 しあ るい は駄 用 に供 せ られ る個 体 には,人 々が その各
個 体 に呼 びか け るた めの個 体名 が付 され てい る。 この よ うに家 畜個 々体 の個
体差 を顕 現 せ しめ よ うとす る ト ゥル カナの性 向が・種 オ スを残 す に 当 ってヘ
テ ロな遺 伝 子 を もつ個体 を選択 させてい る とい う事 実が指 摘 され て い るが,
この点 は トゥルカナ 自身 が それ につい ての明確 な意 識 を も って い ない とされ
るだ けに,今 後 さらに追究 され な ければ な らない重要 な意 義 を もってい る。
申請者 は,ト ゥルカナの上記 の性 向に ついて,放 牧 群の全 個 体確 認,搾 乳 ・
母仔 の 隔離,去 勢 その他 い くつかの重要 な管理 技術,家 畜授 受 の社会 的慣 習,
特定 家 畜 と個人 との アイデ ンテ ィフ ィケ ー シ ョン,そ して彼 らに普遍 的 な基
本的人 格 とい って よい と くに強い個 人 の独 立性 など との 関連 で優 れ た考察 を
お こな って お り,そ れ らが単純 な機 能主 義的理 解 を越 えた もので あ るこ とを
示 してい る。人 間 に と って,一 般 に動物 は無 名の存在 であ るが,家 畜 と くに
乳用家 畜 とい うカテゴ リーがけ っして無 名で はない とい う実態 を これ ほ どま
で に鮮 明 に画 き上げ,こ の世界 をわれ われ の理解 の姐 上 に乗 せえ ただ けで な
く牧人 と家 畜の かか わ りを ここまで深 く掘 り下 げた研 究 は,本 申 請論文 をお
いて かつ てなか った とい ってよい。
よ って本論 文 は,理 学博 士の学位 論 文 として価値 あ るもの と認 め る。
なお,主 論 文及 び参考論 文 に報告 され て い る研究 業績 を中心 とし,こ れに
関連 した研究 分野 につ いて試 問 した結 果,合 格 と認め た。
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to七a1 185 156 341
X2=15.97,df=1,P〈0.001
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total 68 91 36
Table10. Distine七ivefeaturesofchecking㎜i七foma七ion
numberofgoa七


















































































七〇七a1 91 2 912 2245 1 9
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goa七 ca七 七1ecame1 donkey
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goa七 ca七 七1e came工 donkey
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Fig・7. brandingiron






























































to七a1 29 8 5 2 μ
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na皿esreferringtoplan七
1・ter皿ofplan七〇nly-2--2












































































































































2.P・i・ 七・d(幽 型 ・r・f・r・i・g七 ・ ・ar・h・p・)
3.round-backed(echugurヨ)







































































































一一一 一一一 一一一 噌一一一 一一囎噂 一側哺一 一一一 一一一一一 一一一 一一一■ 一一一一 一一一 一一一一 一口薗 一6一 一 一臼一 一一一一 一一一輔
(3)namesreferring七 〇thebehavior:13individuals
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11。
aleleuwa[blea七con七inuously]G
abelobelo[rollabou七]G
anaka七 〇polo[suckZeaf七erbeinggrown-up]G
narUkoko皿01i[blea七+-ko皿oli(CPterm)]G
幽[foolish]1G,1K
nabaangakori[foolish+-kori(CP七er皿)]C
habura七a[blea七]K
eloi七[mi=Lkingdevice]2K
naunoi(fro皿auno[rope]to七iea七 七hetimeofmilking)K
napuda㎞ui[s七eponbranches]K
ageringasaaja[refusecarryingbaskets]D
G:goa七,C=ca七tle,K:ca皿el,D:donkey・
ForCPandnon-CP七ermst8ee七ex七 ・
